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【はじめに】 斜方晶(
18

2hD )β-FeSi2の結晶群解析では，Ag, B1g ,B2g, B3g-modeに起因した合計 36

本のラマン線が存在する．これまで約 20本のラマン線が観測されているが，各ラマン線のモード

の同定には至っていない．前回我々は，β-FeSi2(100)//Si(001)エピタキシャル膜において偏光ラマ

ンスペクトルを測定し，その解析から Agおよび B3g-modeに起因する 12本のラマン線の同定に成

功した[1]．そこで本研究では，b 軸配向した β-FeSi2(010)//Si(110)エピタキシャル膜において偏光

ラマンスペクトル測定を行い，ラマン散乱強度の結晶回転角度依存性から更なるラマン線の同定

を行った． 

【実験方法】 MOCVD 法により Si(110)基板上に作製した β-FeSi2(010)//Si(110)エピタキシャル膜

[2]において，擬後方散乱配置および入射光偏光と散乱光偏光が平行となる Y(XX)Ῡ偏光配置でラ

マンスペクトルを測定した．この時，試料の回転角 θは，入射光偏光面が β-FeSi2[101]と一致する

時を θ = 0º と定義した．そして，試料のみ回転させ，各ラマン線における散乱強度の回転角度依

存性を測定した． 

【結果】 Fig. 1に θ = 0º で測定したラマンスペクトル

を示す．この偏光配置では約 25 本の β-FeSi2に起因す

るラマン線が観測された．特に b 軸配向膜では，モー

ド同定されていない 772, 793 cm-1付近の 2つのラマン

線が，相対的に強い散乱強度を示すことが明らかとな

った．この 2 つのラマン線における，散乱強度の回転

角度依存性を Fig. 2 に示す．散乱強度は明確な偏光依

存性を示し，その強度が 2 回対称で変化していること

がわかる．  

β-FeSi2のラマンテンソルを用いてY(XX)Ῡ配置にお

ける Ag-mode の散乱強度を計算すると，散乱強度の θ

に対する依存性は， 

 22 )(cos)( ccaASAg    

（Aは定数，a, cはラマンテンソル成分，φは θ = 0°か

らの位相のずれ）となる．この式を用いてフィッティ

ングを行った結果，図中の実線で示したように実験結

果とよく一致した．よって，この 2 本のラマン線は

Ag-modeと同定される．また，これらは Siの 520 cm-1

のラマン線より高波数側に位置することから，β-FeSi2

中の Si-Si結合に起因するラマン線と考えられる． 
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Fig. 1 Polarized Raman spectrum of β-FeSi2 

epitaxial film.  

0 60 120 180 240 300 360

120

140

160

180

200
 772 cm

-1

 793 cm
-1

 

 

 I
n

te
n

s
it

y
 (

a
rb

. 
u

n
it

)

Rotation Angle  (deg)  

Fig. 2 Intensity-changes of Raman lines as a 

function of θ. 
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